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母体のプルーン(アントシアニン)過剰摂取による動脈管早期収縮
が疑われた新生児の一例
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【背景】動脈管早期収縮は胎生期に動脈管が狭小化することにより出生後から遷延性肺高血圧や右室壁肥厚を来
す疾患である。母体が摂取する様々な物質が本疾患を誘起することが報告されている。今回我々は妊娠中の食生
活が影響したと推測される動脈管早期収縮の一例を経験したので報告する。【症例】日齢6の女児。在胎39週
3日、体重3792g、 APS8/9、自然分娩で出生。出生3時間後からチアノーゼ（体動により SpO2が80~95%で変
動する）を指摘されて前医 NICUに入院した。日齢1より酸素投与（鼻カヌラ1.0L/min）開始したがその後もチア
ノーゼは改善せず、日齢6で当院 NICUに新生児搬送となった。心エコー検査で右室求心性肥大と右室圧上昇、卵
円孔での両方向性短絡を認め、わずかに開存している動脈管を確認した。動脈管は前医での出生直後の心エ
コー検査でも同様に細かったことが確認されており、遷延性肺高血圧の原因となる他の疾患を認めないことか
ら、動脈管早期収縮を疑った。転院後も酸素投与のみで経過観察を継続し、日齢13で肺高血圧の改善を確認し酸
素投与を中止、再増悪なく日齢18で退院した。母からの聴取により、妊娠中は毎日プルーン3個と種々のドライフ
ルーツ、1日1杯市販の青汁を積極的に摂取していたことが判明した。【考察】プルーンに多く含まれるアントシ
アニンなどのポリフェノールには MAP kinaseや PI-3 kinaseの作用を阻害することによる COX-2発現の抑制作用
が報告されている。胎児の動脈管は胎生期後半に増加する PGE2によりその開存が維持されるが、 COX-2阻害に
より PGE2の産生を抑制されると、妊娠後期に動脈管狭小化を引き起こす。本症例では胎児期の動脈管は評価でき
ていないが、経過より妊娠中のポリフェノール過剰摂取が関与した可能性が疑われた。【結語】ポリフェノール
は様々な健康食品に含まれる。妊娠中の過剰摂取は動脈管早期収縮の原因となる可能性もあるため、その危険性
を周知する必要がある。


